
　今回は、気候変動を少しでも抑えるために重要な、地球温暖化の主な原因とな
る二酸化炭素（ CO2 ）排出を削減する「緩和」の取組をご紹介します。

問 気候変動対策準備室（企画政策課）☎ 484-3374

持続可能なまち 佐倉市の実現に向けて

　 　　

　　

　私たちの衣食住をはじめとするライフスタイル
と気候変動への影響には、密接な関わりがありま
す。普段の家計消費に関連して排出される CO2
などの温室効果ガスは、国全体の約 6 割を占め
ています。気候危機を乗り越えるためには、市民
や地域が消費のあり方を見直し、日々の生活の中
で、 CO2 排出の削減を意識する必要があります。

連 載

▣次回 1 月 1 日号では、「自然災害分野での気候変動適応」に関する情報をご紹介します。

▣佐倉市は2050年までにゼロカーボン（二酸化炭素
の実質排出ゼロ）を目指すことを宣言しています。
　目標に向けて、市や企業だけでなく、皆で日々の生活
の中、エネルギーの節約や再利用、持続可能なライフス
タイルの選択など、できることから取り組みましょう。

今
回
の
ま
と
め

佐倉市が
取り組む

できることから始めよう…
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　社会で消費される製品やサービスの資源採掘、素材、
生 産、製品組 立、輸送、使 用、廃 棄までに排出される

CO2 のこと ( 単位は kgCO2e) をいいます。1 人が 1 年間に排出する量は、平均
7600kgCO2e であり、世界の努力目標である「平均気温上昇 1.5℃未満」を達成す
るためには、これを2030 年までに 3000kgCO2e 程度に抑える必要があります。日々
の生活の中で、一つ一つ、暮らしを脱炭素化する行動を選択していくことが重要です。

◆公共施設や設備の省エネルギー化、
クリーンエネルギーの導入

・学校設備の LED 照明の導入、空調設備等の省エネル
ギー改修
・太陽光パネルの設置（白銀小学校、夢咲くら館など）
・電気自動車の導入　

◆住宅用設備等脱炭素化促進事業補助金
　家庭での地球温暖化対策を推進するため、窓
の断熱改修等の住宅用省エネ設備に対し、補助
金を交付します。詳細は市 HP をご覧ください。

　私達は、2023 年 4 月から水力、風力、地熱、バイオマス、
太陽光といった自然エネルギーにより発電され、環境負荷
の小さい「グリーン電力」を導入しました。これにより、研
究所内の CO2 排出量の 98% 以上を削減できました。今
後は CO2 排出量削減だけでなく、省エネ設備の導入等に
より、全体のエネルギー使用量も削減していきます。
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